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▶問合せ　企画課　☎079－435－0356
住民満足度調査結果をお知らせします

　令和３年度からスタートした「第５次播磨町総合
計画」に基づき、各種施策を進めています。
　まちづくり分野ごとの進捗を図るために実施した
満足度調査の結果の一部を報告します。
　多くの皆さんからご回答をいただき、
ありがとうございました。
　全調査結果は、町ホームページでご覧
いただけます。

調査の概要

調査結果

Ｑ　播磨町は暮らしやすいですか

Ａ　暮らしやすい　87.5％

Ｑ　主な施策の満足度について

Ａ　住み続けたい　87.5％

Ｑ　これからも住み続けたいですか

調査対象　町内在住の18歳以上の人
　　　　　（無作為抽出）
調査期間　令和６年５月１日～５月31日
調査方法　郵送による配布・回収
回収結果　配布数　1,000票
　　　　　回収数　490票（回収率49.0％）

年代別では、30歳代・60歳代・70歳代では「どち
らかといえば暮らしやすい」と答えた人が最も多く、
それ以外では「暮らしやすい」と答えた人が最も多
くなっています。　

年代別では、40歳代以上で「現在のところにずっと
住み続けたい」と答えた人が最も多くなっています。
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令和6年度 令和5年度 施策の満足度が最も高い分野は「上・下水道の整
備」で、次いで「ごみの減量・リサイクル活動の推
進」などとなっています。一方、満足度が低い分野
は「公共交通の維持・確保」、次いで「商工業の振
興」となっています。

上・下水道の整備
ごみの減量・リサイクル活動の推進

公園緑地と水辺環境の保全
子育て支援の充実

歴史・文化遺産の保存と活用
子どもたちの学びの充実

健康づくりの推進と地域医療体制の充実
生涯学習の充実

健全な保険制度の運営
地域福祉の充実
高齢者福祉の充実

地域活動の活性化と住民協働の推進
市街地の整備

健全な行財政運営
防犯対策の充実 
生活環境の向上

消防・防災体制の強化 
障がい者福祉の充実

多文化共生・人権教育の推進
バリアフリー・ユニバーサルデザインの推進
道路・交通ネットワークの維持・整備

交通安全対策の充実
消費者安全の推進
農漁業の振興
商工業の振興

公共交通の維持･確保
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※満足５点、やや満足４点、普通３点、やや不満２点、不満１点。昨年度
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受
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が
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問
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て
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を
お
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し
し
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一
部
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ら
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情
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に
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を
い
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だ
く
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よ
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、
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難
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等
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者
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平
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の
見
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り
活
動
や
災
害
時
の
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援

体
制
づ
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問保険課地域包括ケア係
　☎079-435-0313
問

避難行動要
支援者名簿

作成のため
、

調査にご協
力をお願い

します

名簿登録の流れ
配布された「避
難行動要支援者
名簿登録同意書 
兼 セルフプラ
ンシート」を記
入し、提出をお
願いします。
必ず提出をして
ください。

名簿を自主防災組織などへ渡し
ます。
平常時から、提供された情報を
地域での見守り活動などに活か
します。

災害発生時のみ、同意しない人
も含めた名簿を行政から自主防
災組織などに提供します。

災害時の避難に
支援が必要だが、
支援者がいない人

平時からの
個人情報提供の
同意について
お尋ねします

提出のみで終了

支援を
必要としない人

同意する人

同意しない人

な
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来
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助
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と
な

り
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す
。
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要

な
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を
事
前
に
把
握
し
、
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の
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関
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と
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す
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目
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と
し
て
い

ま
す
。
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